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１学期最大の行事、１年生から３年生までの旅行的行事が終了しました。 

大きなケガや体調不良なく、皆さんの一生懸命な姿や協力して取り組む様子、楽しも

うとお互いを気遣う様子などに心が温かくなる瞬間がたくさんありました。 

学年が一つ上がり、昨年との違いに驚き、嬉しくなる時間でもありました。 

今後の学校生活もさらに楽しみです！ 

 

   

   

 

 

６月に入り、１年生は心臓検診、眼科検診、全学年で

歯科検診を終えて、今年度は、２６日(金)の内科検診と

１年生希望者の色覚の検査のみとなりました。 

結果を報告、または、専門医での受診をおすすめし

たい方については、お知らせ用紙を渡しています。ご家

庭で内容をご確認ください。 

 

 

 

  

本日、別紙で成長曲線の活用についてのプリントも 

お配りしました。内科検診前ではありますが、数年間の 

身長・体重の推移により該当する方には結果をお渡し 

します。  

                                                       1年生で検査希望調査を回収しています。  

他学年で検査を受けたい人がいましたら、 

お知らせください。 

 

                                                                     

 

スマートフォンやタブレットの使用による

視力低下やその低年齢化が問題とされ、

注目されています。近視の進行を抑制する

ため、さまざまな調査や研究があり、その

中で、日常生活ですぐに実践できることが

ありました。 

スマートフォンやタブレットを 

① 30センチ離すこと  

② ３０分持続して使用しないこと 

③ 屋外の光を浴びること          

が効果的であると「公益社団法人日本眼科医会」で提唱されています。皆さんにも実践してほしいです。                                                                     

 

健康診断が終わったら 

視力の低下（近視）を

抑制するために 

連絡２ 色覚検査について 

連絡１ 成長曲線について 



 

※う歯とは「むし歯」 

① う歯のない人が増えています。しかし、今回、う歯やう歯の疑いがあった人は早めに受診、治療をしましょう。 

② はえたばかりの６、７番目の永久歯がう歯になっている人がいます。 

⇒子供の歯の隣が６、７番目の永久歯です。仕上げ磨きをしなくなる時期にはえることや、奥歯のため、磨きにくく、 

う歯になりやすいです。進行する前に、早めの治療を受けてほしいです。 

③ 歯石のある人がいます。かかりつけの歯科を受診し、「歯石をとってもらうことをおすすめします」 

⇒磨きのこし等により、プラーク（歯垢）が残り石灰化した固いかたまりが歯石です。 

歯石は、プラーク（歯垢）がよりつきやすくなります。そして、細菌のかたまりであるプラークが歯肉炎、 

歯周病の原因になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯科医の先生から 

なぜ、歯磨きをすることや、う歯の治療をすることが大切なのでしょうか。 

 

６月１２日に歯科検診を行いました。学校歯科医の先生からのメッセージです。 


